
 

令和３年度学校評価（目標設定） 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 

１ 

教育課

程 

学習指

導 

カリキュラムマネジ

メントの視点に基づ

いた系統性のある教

育課程を編成し、指

導の充実を図る 

①学習指導要領の三つの柱に基

づいた授業づくりを行うととも

に、学習指導と学習評価の一体

化を目指す 

 

②コロナ禍においても感染症予

防対策を講じて授業参観、研修

会、公開授業研究会等を通して

専門性の維持向上を図る 

①三つの柱に基づいて設定した年間

指導計画の目標を授業略案にも記

し、各授業で児童・生徒が主体的に

学べるよう工夫し、適正な学習評価

をする 

②感染症予防対策を講じて授業参観

や研修会、公開授業研究等を実施

し、学び合いの仕組みを構築するこ

とで組織的に授業改善を行う 

①ア年間指導計画の目標を三つの柱

に基づいて設定したか 

①イ授業略案に目標を記し、児童・

生徒の主体的な学びに導き、適正に

学習評価をしたか 

②ア授業参観や研修会、公開授業研

究等を開催したか 

②イ学びあいの仕組みを作り、授業

改善を進められたか 

２ 

児童生

徒指

導・支

援 

児童・生徒一人ひと

りが自分やお互いを

尊重し、高めあう力

を育むための支援・

指導を組織的に行う 

①児童・生徒の実態を把握し、

自己肯定感を育むとともに、お

互いの人権を尊重しあえるよう

コミュニケーション指導の充実

を図る 

①一人ひとりの実態に応じて体験的

な学習の内容を工夫し、発達段階を

踏まえて互いの人権を認め合えるよ

う支援・指導（コミュニケーション

指導など）を積み重ねる 

①ア実態に応じて体験的な学習内容

を工夫したか 

①イ発達段階を踏まえた支援・指導

（コミュニケーション指導など）を

行えたか 

３ 

進路指

導 

・支援 

児童・生徒一人ひと

りが、卒業後に地域

社会の一員として自

分らしく参加できる

よう、主体的な活動

を促す支援・指導を

行う 

①児童・生徒のニーズや適性を

把握するための研修を積み重

ね、チーム内の共通理解を深め

る 

②児童・生徒の卒業後の社会生

活を見据えた支援・指導を行う 

①児童・生徒の実態を多面的にとら

えるための手立てとしてケース会議

やアセスメント等を活用する 

②コロナ禍でも感染症予防を工夫し

て現場実習、校内実習などの機会を

保障し、主体的に学ぶよう支援・指

導する 

①ア ケース会議やアセスメント等を

活用したか 

①イ チーム内で共通理解し、児童・

生徒の実態を適切に把握したか 

②現場実習、校内実習などの機会を

設定し、主体的に学ばせることがで

きたか 

４ 

地域等

との協

働 

共生社会の実現に向

け、地域のセンター

的機能の充実を図る

とともに、地域等と

連携協働した活動の

充実を図る 

①コロナ禍においてもコミュニ

ティ・スクールの取組を進めな

がら、感染症予防を講じ地域・

関係機関等との連携を深める 

②情報発信を丁寧に行い、地域

のセンター的機能の役割を果た

す 

①コミュティ・スクールの昨年度評

価を踏まえ、各学部・グループと具

体的な取組内容の検討を行う 

②地域の各学校等と連携し、巡回相

談や協議会・研究会に参加すること

でセンター的機能を発揮する 

①コミュティ・スクールでの各学

部・グループの役割を分担し、具体

的に取り組むことができたか 

②ア情報発信を丁寧に行えたか 

②イ各種事業を通して、ニーズに応

じたセンター的機能を発揮できたか 

５ 

学校管

理 

学校運

営 

同僚性と専門性の高

い人材を育成しつ

つ、安心安全で、機

能性柔軟性のある学

校組織づくりを行う 

①コロナ禍においても、学校の

機能を継続できるよう安心安全

な教育環境づくりに努める 

 

②同僚性と専門性の高い人材を

ＯＪＴや研修を通して育成に取

り組む 

①全校の安全点検や防災対策、感染

症予防等に努め、速やかに対応や工

夫を講じて改善に取り組み、校内の

教育環境整備を進める 

②基本研修や指定研修、自己研鑽研

修などの校外研修及び不祥事事故防

止研修他、校内の各種研修等を活用

するとともに、日々の実践を通して

互いのＯＪＴによる人材育成に取り

組む 

①危険箇所等の把握や防災対策、感

染症予防などへ速やかに対応し、教

育環境整備を推進できたか 

 

②ア各種研修等の資料を回覧するな

どチーム内で活用できたか 

②イ業務遂行や授業実践の際、チー

ム内で共有することでＯＪＴによる

人材育成に取り組めたか 

 


